
消防団員が日頃の訓練の成果を披露

　大石田町消防団春季消防大演習が、４月２９日（月）に尾花沢市消防署大石田分署や町道南通線などを
会場に行われました。演習には町消防団員や尾花沢市消防本部の職員など約３３０人、消防ポンプ自動
車６台、消防軽積載車１１台、小型動力ポンプ４台が参加しました。
　大石田分署では機械器具点検や小隊訓練などの訓練礼式が披露されたほか、町道南通線では来迎寺
地区、今宿地区、駒籠地区の自主防災会による放水訓練や、大石田保育園の園児を先頭に各隊による
分列行進が行われました。
　演習の最後には役場前駐車場で消防団による一斉放水を行い、演習を通じて町民の防災意識の向上
を図りました。
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。
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。
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付
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付
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。
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取
り
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し
た
。
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